「夏の陽のまぶしさ」

夏の陽のまぶしさは悲しみをともない、白い紙を前に筆を持ったらしぜんにこの絵になった。なん枚も描いているうちにさまざまな思いが押し寄せて、そしてこれ以上描けなくなった。

人は誰かに支えられ、誰かを思っている。人はそれがあるから生きていける。原爆は、一人の心に刻まれた、たいせつな人への思慕、恩愛までも奪うことは決してできない。

このポスターが、犠牲となった方、残された方のそれぞれの思いに寄り添うことができればと、心から願います。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　葛西薫

